
広
島
平
和
記
念
公
園
に

あ
る
原
爆
の
子
の
像
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
佐
々
木
禎
子
さ
ん
は
、
白

血
病
を
患
い
、
被
爆
10
年
後
に
12
歳

で
亡
く
な
る
ま
で
鶴
を
折
り
続
け
た
▼
終
戦

か
ら
50
年
以
上
を
経
て
、
米
国
人
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
は
、
禎
子
さ
ん
の

兄
雅
弘
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ダ
コ
レ
ガ
シ
ー

代
表
」
か
ら
広
島
訪
問
を
電
話
で
打
診
さ
れ

る
。
悩
ん
だ
末
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
10
年
後

に
初
め
て
雅
弘
さ
ん
と
面
会
し
、
２
０
１
２

年
の
広
島
原
爆
の
日
の
平
和
式
典
に
初
め
て

参
列
し
た
▼
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
少
し
で

も
貢
献
す
る
こ
と
が
自
分
の
使
命
と
決
意
し

て
い
た
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ

た
。
「
（
祖
父
は
）
私
に
戦
争
や
核
の
話
を

し
た
事
は
な
か
っ
た
。
…
…
葛
藤
が
あ
る
中

で
決
断
し
た
の
だ
と
自
分
も
思
う
。
」
「
祖

父
は
原
爆
の
破
壊
力
に
戦
慄
し
た
」
と
も
。

祖
父
の
苦
し
み
も
感
じ
て
い
た
と
い
う
ダ
ニ

エ
ル
さ
ん
は
さ
ら
に
、
「
私
が
広
島
に
来
る

の
は
一
部
の
人
に
は
心
地
が
良
く
な
い
、
心

の
痛
み
を
伴
う
も
の
だ
ろ
う
が
、
私
は
責
任

感
を
持
っ
て
、
核
兵
器
を
二
度
と
使
用
さ
せ

な
い
よ
う
に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
た
▼
彼
の
祖
父
の
名
は
ハ
リ
ー
・

Ｓ
・
ト
ル
ー
マ
ン
。
広
島
長
崎
へ
の
原
爆
投

下
を
命
じ
た
ト
ル
ー
マ
ン
元
大
統
領
だ
。
そ

の
孫
の
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
の
平
和
式
典
参
加
に

つ
い
て
は
反
対
の
声
が
あ
る
の
も
事
実
だ
が
、

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
だ
ろ
う
か
▼

憎
し
み
は
戦
争
を
繰
り
返
し
た
。
私
に
と
っ

て
も
、
父
を
死
の
淵
に
追
い
込
ん
だ
原
爆
投

下
の
事
実
は
許
し
が
た
い
も
の
で
は
あ
る
が
、

憎
悪
の
再
生
産
と
連
鎖
が
世
界
を
覆
う
今
、

戦
後
生
ま
れ
の
我
々
が
平
和
の
た
め
に
つ
な

が
る
世
界
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
戦

後
70
年
、
「
如
己
愛
人
」
の
言
葉
を
一
層
重

く
受
け
止
め
た
い
。
今
年
も
８
月
６
日
を
前

に
、
本
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
員
は
千
羽
鶴
を
広
島
に

送
り
、
平
和
へ
の
祈
り
に
思
い
を
つ
な
ぐ
。

（
編
集
長
記
）

（１）第97号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）7月17日(金)
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ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
と
つ
な
ぐ

平
和
へ
の
祈
り

つながろう三高
つながろう雲南

如己愛人

保
護
者
の
皆
様

地
域
の
皆
様

本
紙
ご
愛
読
の
皆
様

６９０２４０４

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

県
立
三
刀
屋
高
等
学
校

教
職
員
一
同

全国 行き

ＭＩＴＯＹＡ 2015 物 語

全国切符を手にしてまもなく出発します！

広島・長崎被爆70年 「永井隆記念館」無料開放! (平成 2 7年 7月 1日～ 8月 3 1日 )

三刀屋高校
オープンキャンパス

8:45～ 9:00 受付

9:10～10:00 全体説明

10:15～10:30 3年生の夏期補習参観
10:40～11:00 1年次の授業「産業社会と人間」

について生徒発表

11:15～11:45 模擬授業
11:55～12:30 部活動見学 12:30 アンケート記入

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
場

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
等
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
出
場

▼
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

▼
少
林
寺
拳
法

門
脇
宥
紀
菜
（
２
年
）

女
子
単
独
演
武

▼
書
道
部

妹
尾
有
真
（
２
年
）

▼
放
送
部

藤
原
香
玲
羅
（
３
年
）

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

（
滋
賀
県
守
山
市
）

（
兵
庫
県
姫
路
市
）

（
滋
賀
県
大
津
市
）

（
東
京
都
）

中
国
選
手
権
大
会
出
場

（
広
島
市
）

▼
水
泳

吉
川
航
輝
（
１
年
）

男
子
百
ｍ
・
二
百
ｍ
平
泳
ぎ

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

島
根
県
大
会
〔
高
校
Ａ
の
部
〕

第
97
回
全
国
高
等
学
校
野
球

選

手

権

島

根

県

大

会

（来年は木次線開業百周年です）

壮行式７／３

ご
期
待
く
だ
さ
い



放
送
部
は
今
週
、
平
成
24
年

制
作
の
オ
ー
デ
ィ
オ
ピ
ク
チ
ャ
ー

作
品
「
追
想

永
井
隆
博
士
」
を

校
内
で
再
上
映
し
た
。

番
組
制
作
は
、
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
品
す
る
こ
と
が
本
来
の
目

的
で
は
な
い
。
飾
っ
て
お
く
も

の
で
も
な
い
。
そ
の
「
働
き
」

が
大
切
だ
。
今
回
は
「
永
井
隆

平
和
賞
」
へ
の
応
募
時
期
に
あ

わ
せ
、
改
め
て
博
士
の
足
跡
と

思
い
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う
た

め
の
上
映
と
し
た
（
市
外
出
身

者
に
は
特
に
お
薦
め
で
し
た
）
。

高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
島
根
県
大
会

兼
第
62
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
県
予
選

柔

道
中
国
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

山
陰
大
会

６
月
の
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

県
大
会
に
は
、
前
月
の
松
江
地
区

予
選
を
突
破
し
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
部

門
に
藤
原
香
玲
羅
さ
ん
（
３
年
）

と
高
見
ひ
の
め
さ
ん
（
１
年
）
の

二
人
が
出
場
。
こ
の
う
ち
藤
原
さ

ん
が
見
事
、
同
部
門
３
位
入
賞
を

果
た
し
、
今
月
21
日
か
ら
東
京
で

開
催
さ
れ
る
第
62
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全

国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出

場
を
決
め
た
。
自
身
、
１
年
次
に

番
組
部
門
で
参
加
し
て
以
来
の
２

年
ぶ
り
の
全
国
切
符
を
手
に
し
た
。

ま
た
、
県
大
会
で
は
テ
レ
ビ
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
に
「Go

fo
r

i
t
!

～
校
長
先
生
の
エ
ー
ル
～
」

を
出
品
し
た
が
、
全
国
大
会
出
場

権
獲
得
は
な
ら
な
か
っ
た
。

▽
男
子
百
㎏
級

奥
井
大
勢
（
３
年
）

１
回
戦
敗
退

４
月
の
県
予
選
を
経
て
出
場
し

た
奥
井
さ
ん
だ
っ
た
が
、
準
優
勝

選
手
と
の
対
戦
で
初
戦
突
破
は
な

ら
な
か
っ
た
。

な
お
、
来
年
夏
の
全
国
高
校
総

体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
は
、
岡
山

県
を
メ
イ
ン
会
場
に
中
国
五
県
で

開
催
さ
れ
る
。
島
根
県
で
は
５
競

技
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

今
大
会
と
同
じ
県
立
浜
山
体
育
館

（
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
）
で
柔
道
も
地

元
開
催
と
な
る
。

（
６
／
13
、
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
）

昨
年
ま
で
は
５
月
上
旬
の
開
催

時
期
を
６
月
に
移
し
、
高
校
生
は

鳥
取
・
島
根
両
県
の
県
総
体
ベ
ス

ト
32
以
上
の
ペ
ア
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
開
催
さ
れ
た
。

本
校
か
ら
は
男
子
の
梅
木
・
小

池
の
３
年
生
ペ
ア
が
出
場
。
初
戦

突
破
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
高
校

入
学
後
か
ら
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

を
始
め
、
県
総
体
ベ
ス
ト
32
入
り

を
果
た
し
た
両
選
手
の
健
闘
を
讃

え
た
い
。

▽
高
校
男
子
個
人

三
刀
屋
２

‐

④
鳥
取
湖
陵

梅
木
大
喜
（
３
年
）

小
池
祐
介
（
３
年
）

（
６
／
13
、
松
江
市
総
合
運
動
公
園
）

藤
原
さ
ん(

３
年)

県
予
選
突
破
―

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

―
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
14
回
全
日
本
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
選
手
権
県
予
選

３
年
生
２
名
が
初
参
加
し
、
見
事

３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
部
員

不
足
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
単
独

チ
ー
ム
で
の
試
合
出
場
が
で
き
ず
、

安
来
市
の
情
報
科
学
高
校
と
の
合

同
チ
ー
ム
で
出
場
す
る
こ
と
も
あ
っ

放

送

２
年
ぶ
り
の
全
国
切
符

あっ
ぱれ

Ｅ
Ｓ
Ｓ

三高
の

夏

Ｊ
Ｒ
Ｃ

青
少
年
赤
十
字
春
季
協
議
会

事
務
局
校
と
し
て
大
会
を
企
画
・
運
営

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
が
主

催
す
る
標
記
大
会
が
７
月
５
日
、

浜
田
市
の
石
見
海
浜
公
園
で
開
催

さ
れ
た
。
大
会
は
15
歳
以
上
19
歳

未
満
の
２
人
１
チ
ー
ム
、
２
４
０

㎝
の
ネ
ッ
ト
高
で
行
わ
れ
、
本
校

か
ら
は
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の

県
教
委
が
主
催
す
る
島

根
県
高
校
生
英
語
セ
ミ
ナ
ー

「
チ
ェ
ス
」
が
Ｊ
Ｒ
大
田

市
駅
前
の
「
あ
す
て
ら
す
」

で
開
催
さ
れ
た
。

放
送
部
制
作
番
組

「
永
井
隆
博
士
」
を
上
映

県
内
16
校
か
ら
１
５
０
名
の
Ｊ

Ｒ
Ｃ
部
員
が
参
加
し
て
標
記
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
本
校
（
部
員
８

名
）
は
事
務
局
校
と
し
て
企
画
運

営
の
中
心
と
し
て
活
動
し
た
。

午
前
中
の
松
近
真
紀
氏
の
講
演

「
赤
十
字
の
国
際
救
援
活
動
」
、

一
日
中
す
べ
て
英
語
で
会
話
や

討
論
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
に
、
県
内
約
20
校
か
ら
50

名
、
本
校
か
ら
は
２
年
ぶ
り
に
Ｅ

Ｓ
Ｓ
部
員
３
名
が
参
加
し
、
他
校

生
の
ほ
か
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
外
国
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

広
島
原
爆
の
日
を
前
に
、
今
年

も
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
員
が
千
羽
鶴
を
広
島

市
に
送
っ
た
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
千
羽
鶴
と
と
も
に
「
原
爆
の

子
の
像
」
が
あ
る
広
島
平
和
公
園

の
一
角
に
飾
ら
れ
、
平
和
へ
の
祈

り
に
思
い
を
つ
な
ぐ(

１
面
コ
ラ

ム
欄
参
照)

。

CHESS2015

7/11

た
が
、
同
校
が
新
入
部
員
を
確
保

し
て
チ
ー
ム
を
組
め
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
本
校
は
６
月
の
県
総
体

へ
の
出
場
も
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
３
年
生
と

し
て
最
後
の
プ
レ
ー
を
と
今
大
会

へ
の
出
場
と
な
っ
た
。

ス
タ
デ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
（
中
央
リ
ー

ダ
ー
研
修
）
報
告
に
続
き
、
午
後

は
県
内
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か

れ
て
分
科
会
を
開
き
、
各
校
が
活

動
内
容
を
紹
介
し
た
上
で
、
ブ
ロ
ッ

ク
毎
の
活
動
計
画
も
話
し
合
っ
た
。

開会式で挨拶する生徒
委員長の曽田紗月さん

(三刀屋高校３年)

（
６
／
17
、
出
雲
市
民
会
館
）

①亀山隼也さん（3年）
②遠藤一希さん（3年）

被
爆
地
広
島
へ
今
年
も
千
羽
鶴
↓

全国大会出場を決めた藤原さん

↑

来年のインター
ハイは地元開催！

コラージュ

▼
７
月
15
日(

水)

、
16
日(

木)

▼
12
時
50
分
～
、
小
講
義
室
１

色紙で鶴を折るJRC部員

健
闘
の
第
３
位

予選通過を経て

2015年（平成27年）7月17日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第97号（２）

参加者全員で記念撮影



自
然
科
学

写

真

高
文
連
春
季
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

（
６
／
12
、
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
）

標
記
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
本
校
か

ら
は
写
真
部
員
15
名
が
デ
ジ
タ
ル

カ
ラ
ー
作
品
計
55
点
を
出
品
し
、

６
月
12
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
た

審
査
結
果
の
発
表
会
・
講
評
会
に

参
加
し
た
。

【
審
査
結
果
（
本
校
関
係
分
）
】

▼
特
選

藤
原

蘭
琳
（
３
年
）

「
ゆ
う
が
た
」

高
文
連
自
然
科
学
部
門
実
験
観
察
研
修
会

県
内
13
校
の
自
然
科
学
部
員
69

名
が
参
加
し
た
標
記
研
修
会
が
出

雲
市
内
で
開
催
さ
れ
、
本
校
か
ら

も
５
名
の
部
員
が
参
加
し
た
。

出
雲
科
学
館
で
は
、
普
段
体
験

で
な
い
化
学
実
験
（
ニ
ッ
ケ
ル
め
っ

き
）
、
生
物
実
験
（
発
酵
の
化
学
）

に
取
り
組
み
、
宿
舎
の
サ
ン
・
レ

イ
ク
で
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
て
天

体
観
察
を
実
施
し
た
。
普
段
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
倍
率
の

天
体
望
遠
鏡
を
自
分
た
ち
で
操
作

し
、
金
星
・
木
星
・
土
星
、
織
姫

と
典
彦
星
が
再
会
を
待
ち
わ
び
る

天
の
川
等
を
観
察
し
た
（
写
真
上
）
。

「
益
田
さ
い
え
ん
す
た
う
ん
」
が
７
月
４
日

（
土
）
、
今
年
も
益
田
市
の
グ
ラ
ン
ト
ワ
で
開

催
さ
れ
、
本
校
か
ら
は
自
然
科
学
部
員
６
名
が

参
加
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
県
内
の
理
系

高
校
生
等
が
集
い
、
講
演
の
ほ
か
に
各
種
実
験
・

コ
ン
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
て
い
る
。

「
益
田
さ
い
え
ん
す
た
う
ん
2015
」

「
益
田
さ
い
え
ん
す
た
う
ん2

01
5

」
内
容

７
月
４
日
（
土
）
会
場：

グ
ラ
ン
ト
ワ(

益
田
市)

■
講
演

縣
秀
彦
氏

(

国
立
天
文
台
天
文
情
報
セ
ン
タ
ー
準
教
授)

■
小
中
学
生
向
け
「
科
学
シ
ョ
ー
」
等

■
高
校
・
大
学
・
企
業
に
よ
る

「
ポ
ス
タ
ー
発
表
・
展
示
」
他

島 根県 高等 学校
文化フェスティバル

図
書
委
員
会

（
６
／
12
～
13
、
出
雲
市
）

演 劇

―
今
年
も

「ゆ
っ
く
り
落
と
し
て
み
よ
う
」
に
挑
戦
―

大
型
書
店
で

購
入
希
望
図
書
を
選
定

期
末
試
験
最
終
日
と
な
っ
た
６

月
30
日
の
午
後
、
図
書
委
員
８
名

が
今
井
書
店
出
雲
店
（
出
雲
市
高

岡
町
）
に
出
向
い
て
、
豊
富
な
在

庫
の
中
か
ら
高
校
生
活
に
必
要
な

図
書
を
選
ぶ
体
験
を
行
っ
た
。

な
お
、
図
書
館
で
は
普
段
か
ら

リ
ク
エ
ス
ト
本
を
受
け
付
け
て
い

る
。
読
み
た
い
本
が
館
内
に
な
い

場
合
に
は
、
図
書
委
員
か
司
書
さ

ん
に
問
い
合
わ
せ
を
。

三高
演劇部
自主公演

▶日時 7月18日(土) 14:00～
7月19日(日) 10:00～

14:00～

▶会場 チェリヴァホール(JR木次駅前)

「椰子の実とオニヤンマ」

入
場
無
料

「椰子の実とオニヤンマ」

演劇部門を代表して三刀屋高校が発表しました

小
池
な
な
み
（
２
年
）

「
お
喋
り
」

「
凛
」

板
持
乃
野
可
（
２
年
）

「
往
年
」

福
間

由
菜
（
２
年
）

「
チ
ョ
ー
ク
」

※
特
選
と
な
っ
た
作
品
は
、
年
末

に
開
催
さ
れ
る
島
根
県
高
校
写

真
展
へ
の
出
品
資
格
を
取
得
。

▼
入
選

９
名
（
13
点
）

図書館前の七夕飾り

１
年
生
チ
ー
ム
が
５
位
（
32
チ
ー
ム
中
）

今
年
の
「
ゆ
っ
く
り
落
と
し
て
み
よ
う
」
は
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
球
体
に
Ａ
４
判
の
紙
一
枚
を

自
由
に
細
工
し
て
落
下
さ
せ
る
と
い
う
内
容
。
１

年
生
チ
ー
ム
が
見
事
５
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

今年も高所恐怖症に耐えながら

吹
奏
楽

雲南圏域の中高14校が出演しました

ご来場ありがとうございました

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
を
前
に

10th

見逃した方は、明日からの公演を！

宝島が見えてきます

脚本：亀尾佳宏(掛合分校教諭) 7/11(土)

ブラバホール（松江市）

特 選

「お喋り」

小池ななみ（２年）

きみの

（３）第97号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）7月17日(金)



7/6

科
目
「
現
代
社
会
」
／
い
の
ち
の
学
習
会

改
正
臓
器
移
植
法
が
施
行
さ
れ

て
本
日
17
日
で
丸
５
年
と
な
る
の

を
前
に
、
１
年
生
を
対
象
に
「
し

ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク
」
臓
器
移

植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
川
本
奈
津

子
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
「
臓

器
移
植
に
関
す
る
出
前
授
業
」
が

進
路
講
演
会

今
年
も
香
川
大
学
の
山
崎
裕
正

教
授
に
「
賢
い
大
学
、
学
部
選
び

の
方
法
」
「
一
般
試
験
で
国
公
立

大
合
格
の
方
法
」
「
推
薦
・
Ａ
Ｏ

入
試
対
策
特
別
講
座
」
を
２
時
間

に
わ
た
っ
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
説
得
力
あ
る
分
か
り
や
す

い
説
明
に
、
生
徒
も
決
意
を
新
た

に
し
た
よ
う
で
す
。

7/9

講
師
／
山
崎

裕
正

氏

（
香
川
大
学
教
授
）

臓
器
移
植
に
関
す
る
出
前
授
業

１
年
生
は
４
月
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
三
瓶
、
２
泊
３

日
）
で
の
「
仕
事
調
べ
」
に
続
き
、

６
月
に
は
地
元
雲
南
市
か
ら
右
の

お
二
人
の
講
師
を
お
招
き
し
て
雲

南
市
の
魅
力
と
課
題
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
（
写
真
）
。

さ
ら
に
一
学
期
後
半
は
班
に
分

か
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
・
職

種
で
の
地
域
を
元
気
づ
け
る
ア
イ

デ
ア
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
学
習
活
動
は
、
秋
の
事
業
所

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
地
域
産
業

研
究
実
習
）
に
向
け
た
準
備
で
も

１年３年

１年

行
わ
れ
ま
し
た
。

現
代
社
会
の
授
業
で
学
習
し
た

「
生
命
倫
理
」
「
臓
器
移
植
」
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
生
命
倫

理
の
問
題
を
自
ら
の
生
き
方
の
問

題
と
と
ら
え
、
考
察
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

雲南管内企業見学

大学等説明会

島根大学説明会

県総体終了後の１学期後半は、

ＬＨＲや総合的な学習の時間等

を利用して、毎年様々な講演会

や進路・キャリア教育関連のプ

ログラムが設定されています。

２年

2015年（平成27年）7月17日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第97号（４）

大学等30校の担当者が来校し、学校ご

とのブースに分かれて説明会を実施しま
した(写真は総合学科棟大講義室)。

7/2

7/23

6/27

あ
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
自
分
た

ち
が
関
心
を
寄
せ
る
業
種
に
つ
い

て
調
べ
な
が
ら
、
同
時
に
雲
南
市

の
抱
え
る
課
題
も
認
識
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
班
の
ア

イ
デ
ア
を
見
聞
き
し
て
新
た
な
関

心
を
広
げ
て
い
く
機
会
と
も
な
り

ま
し
た
。
各
班
が
模
造
紙
に
ま
と

め
た
も
の
は
今
後
、
総
合
学
科
棟

の
廊
下
に
掲
示
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
ご
来
校
の
際
に
ご
覧
く

10
月
の
東
京
研
修
の
班

別
自
主
研
修
で
は
、
訪
問

先
の
企
業
や
大
学
等
で
課
題
研
究

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
現
状
や
課
題
、

取
り
組
み
状
況
な
ど
を
聞
き
取
り

調
査
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

霞
が
関
の
省
庁
な
ら
ば
、
お
話
を

聞
く
相
手
が
若
手
官
僚
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

希
望
訪
問
先
は
班
ご
と
に
生
徒

自
身
が
選
び
、
電
話
や
メ
ー
ル
に

よ
る
ア
ポ
取
り
も
生
徒
自
身
が
行
っ

て
い
ま
す
。
諸
般
の
事
情
か
ら
断

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
交

通
事
情
（
移
動
時
間
）
も
考
慮
し

な
が
ら
二
か
所
の
内
定
を
得
る
た

め
に
生
徒
も
必
死
で
す
。
今
も
連

絡
待
ち
の
班
も
あ
り
ま
す
が
、
一

つ
ひ
と
つ
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
し

て
実
り
多
い
研
修
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

「
雲
南
市
に
つ
い
て
～
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
処
方
箋
～
」

講
師

▽
渡
部

喬

氏
（
雲
南
市
産
業
振
興
課
）

▽
北
湯
口

純

氏
（
雲
南
市
身
体
教
育
医
学
研
究
所
）

だ
さ
い
。

な
お
、
10
月
実
施
予
定
の
事
業

所
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
昨
年

実
績
で
雲
南
市
内
外
の
60
を
超
え

る
事
業
所
で
受
け
入
れ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
お
蔭
で
す
。
今

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
今
月
15
日
に
は
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
広

島
大
学
訪
問
）
も
実
施
し
ま
し
た
。

９
割
が
進
学
す
る
本
校
生
徒
に
と
っ

て
、
こ
の
二
つ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
両
輪
と
し
て
自
分
の
進
路
を

考
え
る
一
助
と
し
て
い
ま
す
。

【
い
の
ち
の
学
習
会
／
生
徒
の
感
想
】

▼
「
こ
れ
で
生
き
て
い
け
る
」
こ
の
言

葉
が
深
く
心
に
残
り
ま
し
た
。
「
死
し

て
な
お
、
ど
こ
か
で
誰
か
の
一
部
と
な
っ

て
生
き
て
い
く
」
そ
の
言
葉
は
、
私
の

死
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
ま
し
た
。
死

（
脳
死
）
は
、
判
断
に
よ
っ
て
は
生
に

つ
な
が
る
こ
と
を
、
今
回
の
講
演
で
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

臓
器
移
植
に
よ
っ
て
元
気
に
な
っ
た

男
の
子
の
言
葉
が
胸
を
締
め
付
け
、

「
こ
ん
な
に
い
の
ち
は
重
い
ん
だ
」
と

再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
１
年
女
子
）

地
域
産
業
研
究

たたら製鉄をテーマにマップを作成する生徒

改
正
臓
器
移
植
法
施
行
５
年

２
年
生
は
「
総
合
的
な
学
習
」

と
Ｌ
Ｈ
Ｒ
を
利
用
し
、
今
学
期
初

め
の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
調
べ
」
を
拠

り
所
に
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
を
設

定
。
６
月
に
は
調
べ
学
習

や
小
論
文
を
作
成
す
る
た

め
の
土
台
と
な
る
構
想
図
的
「
マ
ッ

プ
作
り
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

東
京
研
修
ア
ポ
取
り

科
目
「
産
業
社
会
と
人
間
」

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
作
成

職員室の受話器を手に、見えない電話相手に頭を下

げる姿から緊張感が伝わります。

２年



日 曜 学校行事等 部活等

２０ 月
海の日
PTA木次地区パトロール

２１ 火
特別時間割（～2４日)
1・2年生保護者面談（～2４）
3年生三者面談（～31）

２２ 水

２３ 木
PTA会報発行 島大説明会
1年桐原小論文模試

２４ 金
終業式(午後)
学園祭分団集会

２５ 土
PTA三刀屋地区パトロール
3年桐原小論文模試

水泳中国大会

２６ 日

２７ 月

２８ 火 ３年夏期補習

２９ 水

３０ 木 全国高総文祭(書道)

３１ 金
オープンキャンパス

（中学生対象）
全国高校総体(少林寺)

(～8/2)

日 曜 学校行事等 部活等

１ 土 3年大学別ｵｰﾌﾟﾝ模試①

２ 日 吹奏楽

３ 月 全国高校総体(ソフト)

４ 火 3年集中学習会 文芸 書道

５ 水 文芸

６ 木 3年全統Ｍ模試

７ 金 3年全統Ｍ模試 就職・公務員ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 就職・公務員模試

８ 土 3年大学別ｵｰﾌﾟﾝ模試② 閉寮

９ 日

１０ 月

１１ 火 バレー

１２ 水 バレー 家庭クラブ

１３ 木

１４ 金

１５ 土

１６ 日 開寮

１７ 月

１８ 火

１９ 水
始業式 特別時間割(～26)
課題ﾃｽﾄ 学園祭準備(7限～)

２０ 木
1・2年ｽﾀﾃﾞｨｻﾎﾟｰﾄ
学園祭準備(午後)

卓球

２１ 金 学園祭準備(午後)

２２ 土 出校日 学園祭準備(午後) 野球

２３ 日 PTA環境美化ボランティア 野球

２４ 月 代休日

２５ 火 学園祭準備(午後)

２６ 水 学園祭準備(全日)

２７ 木 学園祭準備(全日)

２８ 金 学園祭／文化祭①

２９ 土 学園祭／文化祭② PTA模擬店

３０ 日 学園祭／体育祭

３１ 月 代休日

１ 火 代休日

地区ＰＴＡ
へのご参加
ありがとうございました

引き続きＰＴＡ活動、本校の教育活動への

ご理解とご協力をお願いします

夏祭りパトロール お世話になります

保護者面談（3年は三者面談）

三刀屋高等学校 学園祭

8/28 (金) 文化祭１日目 文化体育館アスパル

8/29 (土) 文化祭２日目 三刀屋高校

8/30 (日) 体育祭 三刀屋高校グランド

ご
案
内

ＰＴＡ模擬店が今年も楽しみです

学園祭に係る出校日と代休日にご注意ください

環境美化ボランティア活動
へのご協力をお願いします

今年も環境美化ボランティア活動へのご協力をお願い

します。学園祭を前にした８月２３日（日）に実施の予

定です。今後、参加者の取りまとめは各支部単位でお願

いすることとしております。ご多忙のところを恐縮です

が、よろしくお願い申し上げます。

緊急連絡などのメール配信
『三高メール』の登録について

再度のお願いです！

本紙でも度々お願いしております『三高メー

ル』システムへのアドレス登録が、相変わらず低調です。

登録はあくまでも任意ですが、いざという時のために備

えていただければ幸いです。なお、登録が完了(成功)し

た皆様には「『三高メール』運営に関して」と題するメー

ルが届きます。手順に従って空メールをを送ってもこの

メールが届かない方は、受信制限の設定がしてある可能

性があります。設定解除の方法が不明の場合は、購入先

にお問い合わせください。

（５）第97号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）7月17日(金)

保護者の
皆様へ



地域とともに

シリーズ 第 １ 3回

地
元
事
業
所
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
く
た
び
、
「
こ
ん
な
近

く
に
、
こ
ん
な
す
ご
い
会
社
が

あ
っ
た
と
は
！
」
と
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
る
。

た
だ
、
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
が
全
通
し
て

陰
陽
の
連
絡
が
格
段
に
整
備
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
、
企
業

経
営
特
に
雲
南
圏
域
の
柱
と
い
え
る
製
造
業
各
社
の
立
地

条
件
は
決
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
言

え
な
い
。
地
域
の
雇
用
を
守
る
た
め
に

先
人
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
が
結
実
し
て

存
続
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

立
地
条
件
で
ハ
ン
デ
を
負
う
分
、
国
内
他
社
と
同
じ
よ

う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
て
は
生
き
残
れ
な
い
は
ず
だ
。
輸

送
コ
ス
ト
に
関
す
る
ハ
ン
デ
は
特
に
大
き
い
だ
ろ
う
。
そ

の
た
め
、
雲
南
圏
域
の
「
モ
ノ
作
り
」
製
造
業
の
分
野
に

お
い
て
は
、
例
え
ば
海
外
へ
の
輸
出
で
存
在
感
を
増
し
輝

い
て
い
る
事
業
所
も
あ
る
。

現
在
の
三
高
の
就
職
希
望
者
の
大
半
は
、
自
宅
か
ら
通

勤
で
き
る
地
元
就
職
志
望
だ
が
、
こ
の
中
山
間
地
の
人
口

を
維
持
し
て
地
域
力
を
増
す
に
は
、
実
は
県
外
上
級
学
校

に
進
学
し
た
後
の
20
歳
代
の
若
者
に
い
か
に
故
郷
の
働
く

場
に
向
い
て
も
ら
う
か
に
あ
る
。
雲
南
市
報
７
月
号
は
、

地
方
創
世
の
必
要
と
課
題
を
市
民
に
訴
え
、
こ
の
問
題
も

明
記
し
て
い
る
。
上
級
学
校
へ
の
進
学
志
望
者
も
高
校
卒

業
ま
で
に
、
地
元
企
業
を
も
う
少
し
知
る
仕
掛
け
づ
く
り

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
少
子
化
に
よ
る
売
り
手

市
場
の
傾
向
が
進
め
ば
、
そ
の
必
要
性
は
一
層
高
ま
る
。

地
元
企
業
を
知
る
必
要
の
高
ま
り

※ 島根県東部の全市町と

接する雲南市。ここは現代

出雲国の中心 ‼
（ ３年生２６名・1日で５社を訪問／大変お世話になりました ）

地域でつなぐキャリア教育モデル事業実践校

2015年（平成27年）7月17日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第97号（６）

本校への求人数（過去5年分）

年度 H26 H25 H24 H23 H22

県内 99 79 59 67 45

県外 266 236 158 131 144

計 365 315 217 198 189

「
自
分
を
つ
く
る
楽
校
」

地
域
で
つ
な
ぐ
キ
ャ
リ
ア
教
育
モ
デ
ル
事
業

２年目
▼
自
分
を
つ
く
る
楽
校
と
は
？
→
20
～
30
代
の
様
々
な
職
種
の
若
手
社
会
人

た
ち
（
３
年
前
に
「
ア
ラ
ー
レ
」
結
成
）
の
経
験
を
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
中
高
生
に
伝
え
ま
す
。
単
な
る
職
業
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
働
く
こ
と

の
意
味
や
目
的
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
伝
え
、
生
徒
の
思
い
も
引
き
出
し

な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
も
つ
な
げ
ま
す
。

第１回

7月25日(土)

高
校
で
の
求
人
受
付
が
始
ま
っ

た
翌
日
の
今
月
２
日
（
木
）
、
３

年
生
の
就
職
志
望
者
26
名
が
雲
南

管
内
の
企
業
見
学
を
行
っ
た
。

受
験
志
望
企
業
決
定
の
た
め
の

参
考
に
し
て
も
ら
お
う
と
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
雲
南
・
し
ま
ね
産
業
振
興

財
団
の
ご
協
力
を
得
て
、
管
内
の

製
造
業
５
社
を
訪
問
す
る
ハ
ー
ド

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
が
ら
も
、
百

聞
は
一
見
に
如
か
ず
の
貴
重
な
一

日
と
な
っ
た
。

雲
南
市
の
人
口
は
自
然
減
と

社
会
減
に
よ
り
、
減
少
し
続
け

て
い
ま
す
。
特
に
、
市
内
に
高

等
教
育
機

関
が
な
い

こ
と
か
ら
、

18

歳
か
ら

22

歳
に
か

け
て
の
転

出
が
す
す

み
、
そ
の

後
の
Ｕ
タ
ー

ン
の
力
も
弱
く
、
20
歳
代
・
30

歳
代
を
中
心
と
し
た
子
育
て
世

代
の
市
外
流
出
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
世
代

の
流
出
が
少
子
化
に
拍
車
を
か

け
、
自
然
減
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。

今
後
の
雲
南
市
の
人
口
は
、

直
近
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
試
算
に
よ
る
と
、

第
２
次
雲
南
市
総
合
計
画
の
最

終
年
度
と
な
る
平
成
36
年
に
は

３
５
，
０
２
９
人
と
な
り
、
さ

ら
に
平
成
52
年(

２
０
４
０)

に

は
２
７
，
６
７
０
人
に
な
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
高
生
に
告
ぐ

読
ん
で
い
ま
す
か
？
雲
南
市
報

見
て
い
ま
す
か
？
雲
南
市
Ｈ
Ｐ

市
役
所
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

雲
南
の
今
が
見
え
ま
す

▽
特
に
、
「
地
域
産
業
研
究
」
に
取
り

組
む
１
年
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
市

の
広
報
ツ
ー
ル
は
生
き
た
教
材
で
す
。

わ
ざ
わ
ざ
調
べ
学
習
の
授
業
時
間
に
か

し
こ
ま
っ
て
見
ず
と
も
、
自
宅
で
ち
ょ
っ

と
し
た
時
間
に
斜
め
読
み
す
る
の
も
良

い
で
し
ょ
う
。
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
も
あ
っ
て
今
や
大
抵
の
こ
と
に
つ

い
て
情
報
を
得
る
の
は
簡
単
で
す
が
、

そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

活
用
す
る
た
め
に
は
積
み
重
ね
た
知
識

が
必
要
で
す
。
日
々
の
学
習
の
積
み
重

ね
が
大
切
で
す
ね
。

通
学
途
上
で
目
に
す
る
会
社
が
何
を
し
て
い
る
会
社
な
の
か
、
何
を
作
っ
て
い

る
会
社
な
の
か
、
身
近
に
あ
り
な
が
ら
も
そ
れ
を
知
る
高
校
生
は
意
外
と
少
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
「
国
内
シ
ェ
ア
で
は
日
本
一
」
「
Ｆ
１
の
車
に
も
使
用
さ
れ
て

い
る
」
等
々
の
説
明
を
聞
け
ば
、
高
校
生
だ
っ
て
気
に
な
る
→
も
っ
と
知
り
た
い

→
知
ら
な
か
っ
た
そ
ん
な
会
社
が
も
っ
と
あ
る
か
も
→
地
元
就
職
へ

人
口
お
よ
び
社
会
動
態

の
推
移
と
推
計

（
雲
南
市
報
７
月
号
よ
り
転
載
）

ア
ラ
ー
レ
特
別
授
業
／
参
加
者
募
集
中
！

↑雲南市報７月号より転載



本
紙
６
月
第
96
号
で
紹
介
し
た

飯
梨
川
河
口
の
川
違
え
と
同
じ
よ

う
に
、
航
空
写
真
で
ク
ッ
キ
リ
と

視
認
で
き
る
の
が
出
雲
市
斐
川
町

の
新
川
の
跡
だ
。
現
在
の
斐
伊
川

放
水
路
の
対
岸
、
出
西
か
ら
出
雲

空
港
ま
で
の
び
る
幅
１
５
０
～
２

５
０
ｍ
長
さ
約
10
㎞
に
及
ぶ
新
川

は
、
江
戸
後
期
の
天
保
年
間
に
造

ら
れ
、
莫
大
な
土
砂
を
下
流
に
運

ん
で
斐
川
平
野
を
宍
道
湖
側
へ
数

㎞
も
前
進
さ
せ
た
と
い
う
。
し
か

し
、
新
川
も
河
床
が
周
辺
よ
り
２

～
４
ｍ
も
高
い
天
井
川
と
な
っ

た
た
め
、
昭
和
14
年
（
１
９

３
９
年
）
に
は
早
く
も
役
目

を
終
え
て
廃
川
と
な
っ
た
。

戦
後
は
耕
地
や
道
路
、
工

業
用
地
、
住
宅
地
等
に
利
用

さ
れ
て
今
日
に
至
る
が
、
終
戦
末

期
の
昭
和
20
年
春
に
突
貫
工
事
で

造
っ
た
海
軍
「
新
川
基
地
」
の
飛

行
場
跡
が
、
航
空
写
真
の
よ
う
に

今
も
そ
の
姿
を
遺
し
て
い
る
。
つ

い
最
近
ま
で
「
陸
上
自
衛
隊
出
西

訓
練
場
」
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。

錦
織
良
成
監
督
映
画
『
た
た
ら
侍
』
を
勝
手
に
応
援
す
る
シ
リ
ー
ズ

斐

伊

川

物
語
第
12
回

今昔

斐
伊
川
水
系
の
「
川
違
え
」
②

新
川

か
わ
た
が
え

名
古
屋
で
再
び
旧
制
三
刀
屋
中
学

の
生
徒
が
空
襲
で
犠
牲
に
な
っ
た
報
が

入
っ
た
そ
の
翌
日
の
昭
和
20
年
７
月
28

日
、
現
在
の
米
子
市
か
ら
出
雲
市
に
か

け
て
、
山
陰
地
方
で
は
最
悪
の
空
襲
被

害
が
続
い
た
。
も
っ
と
早
く
に
敗
戦
を

受
け
入
れ
て
い
れ
ば
沖
縄
戦
の
地
獄
も
、

原
爆
の
被
害
も
、
満
州
残
留
孤
児
の
悲

劇
も
、
そ
し
て
こ
の
７
月
28
日
の
山
陰

の
悪
夢
も
無
か
っ
た
だ
ろ
う
に
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

▼
現
在
の
出
雲
市
斐
川
町
で
、
太
平
洋

戦
争
末
期
に
海
軍
が
旧
新
川
の
河
床
を

利
用
し
て
滑
走
路
を
建
設
し
た
の
が
、

今
も
残
る
新
川
基
地
跡
だ
。
場
所
を
カ

モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
た
め
に
大
社
基
地

と
も
呼
ば
れ
た
。
昭
和
20
年
７
月
28
日

の
空
襲
で
は
こ
こ
も
標
的
と
さ
れ
、
そ

の
東
に
あ
る
現
在
の
Ｊ
Ｒ
新
川
鉄
橋
に

は
、
当
時
の
弾
痕
が
今
も
残
る
（
写
真
）
。

▼
松
江
市
玉
湯
町
の
湯
町
で
は
ロ
ケ
ッ

ト
弾
の
直
撃
を
受
け
て
24
人
が
死
亡
、

30
余
人
が
重

軽
傷
。
近
く

に
疎
開
し
て

い
た
山
本
健

吉
（
俳
人
）

が
乗
る
列
車

も
機
銃
掃
射

で
14
人
が
死

亡
、
14
人
が

重
軽
傷
を
負
っ

た
。
当
時
の
新
聞
に
よ
る
と
、
こ
の
日

や
っ
て
き
た
米
軍
機
は
延
べ
２
６
０
機
。

島
根
県
内
で
は
、
玉
湯
町
湯
町
の
空
襲

被
害
が
最
悪
の
も
の
と
な
っ
た
。
当
時

の
一
般
市
民
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
湯

町
の
宍
道
湖
岸
（
元
旅
館
八
勝
園
付
近
）

に
海
軍
航
空
隊
基
地
が
建
設
中
で
、
こ

れ
を
狙
っ
た
攻
撃
だ
っ
た
ら
し
い
。

▼
同
日
正
午
頃
に
は
、
直
江
駅
発
の
列

車
が
安
来
の
町
を
通
過
中
に
空
襲
を
受

け
、
日
立
山
手
工
場
・
海
岸
工
場
を
は

じ
め
市
街
地
の
工
場
、
港
湾
、
民
家
も

被
害
を
受
け
た
。

▼
午
前
７
時
15
分
、
鳥
取
発
出
雲
今
市

行
き
11
両
編
成
の
列
車
が
大
山
口
駅
に

着
く
と
同
時
に
、
多
数
の
機
影
が
現
れ

た
。
米
軍
の
空
襲
だ
。
列
車
は
、
線
路

の
両
側
を
土
手
に
挟
ま
れ
た
退
避
所
ま

で
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
バ
ッ
ク
し
た
が
、

３
機
か
ら
銃
撃
を
浴
び
た
。
前
２
両
は

南
方
戦
線
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
傷
病

兵
ら
、
３
両
目
以
降
は
勤
労
学
徒
や
国

民
義
勇
隊
員
ら
で
満
員
だ
っ
た
。
確
認

さ
れ
た
だ
け
で
死
者
45
人
、
負
傷
者
31

人
。
列
車
へ
の
空
襲
と
し
て
は
、
同
年

８
月
５
日
に
東
京
都
八
王
子
市
で
50
人

以
上
が
犠
牲
に
な
っ
た
湯
の
花
ト
ン
ネ

ル
列
車
銃
撃
事
件
に
並
ぶ
大
惨
事
だ
っ

た
。

三高91年物語
終戦から70年
第14回 いじめも戦争も

何があったかを知ること
が大切ではないでしょうか

さ ん こ う 鎮魂の7.28
終戦のわずか半月前、
山陰地方では戦時中最悪の空襲被害が

終戦から７０年 終戦から７０年 終戦から７０年 終戦から７０年 終戦から７０年 終戦から７０年 終戦から７０年

今
号
は
二
つ
の
シ
リ
ー
ズ
合
体

斐
伊
川

神立橋

↓新川基地(滑走路跡の部分)↓

山陰線

出雲商業高校

武
志

土
手

（
若
狭
土
手

）

南
神
立
橋

↑ＪＲ山陰線

出雲縁結び空港

↓

斐伊川

←今も残る弾痕

JR山陰本線新川鉄橋。
戦前は川の上に架かっ
ていた。橋の直下を
掘り下げて車の通過
が可能となっている。

↓
写
真
提
供
／
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
出
雲
河
川
事
務
所

宍道湖

↓
斐伊川

放水路

宍道湖につながる新川跡

昭 和 20 年 7月 2 8日 、 斐 川 ・ 玉 湯 ・ 安 来 ・ 大 山 口 で 甚 大 な 空 襲 被 害

国土地理院地図・空中写真閲覧サービスより

(1947年10月3日米軍撮影、USA-R514-4-49)

国道9号
線神立橋↓

『
山
陰
中
央
新
報
』
６
月
25
日
付

け
１
面
で
は
、
湯
町
基
地
空
襲
に
関

す
る
詳
細
記
事
が
紹
介
さ
れ
、
米
軍

「
ガ
ン
カ
メ
ラ
」
に
よ
る
空
爆
の
瞬

間
を
と
ら
え
た
画
像
（
最
近
の
調
査

で
発
見
）
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

（７）第97号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）7月17日(金)

まもなく



夏
祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
お
盆
ま
で
は
各
地
区

で
伝
統
的
な
祭
り
や
、
地
域
お
こ

し
か
ら
生
ま
れ
た
新
し
い
イ
ベ
ン

ト
等
で
賑
わ
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
支
え

ら
れ
る
場
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ

う
。
お
客
さ
ん
と
し
て
参
加
す
る

だ
け
で
な
く
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
も
っ
て
お
迎
え
す
る
立
場
と
も

な
っ
て
、
学
校
で
も
地
域
で
も
輝

く
三
高
生
の
姿
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
編
集
長
記
）

編
集

後
記

追
伸
…
夏
祭
り
に
欠
か
せ
な

い
の
が
打
ち
上
げ
花
火
。
裸

の
大
将
こ
と
山
下
清
画
伯
は

自
ら
の
代
表
作
に
も
つ
な
が
っ

た
「
長
岡
の
花
火
」
が
大
好

き
で
、
絵
葉
書
に
書
き
込
み

ま
し
た
。

「
世
界
中
の
爆
弾
を
花
火

に
変
え
て
空
に
打
ち
上
げ

た
ら
、
世
界
か
ら
戦
争
が

な
く
な
る
の
に
な
」

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

野

球

女子ソフトボール

＜初戦の対戦相手＞

■県立笠田高等学校(和歌山)

と県立読谷高等学校(沖縄)

の勝者

■日時：８月４日(日)11時～

■守山市立守山中学校

グラウンド(滋賀県)

第 97回全国高等学校野球選手権
島根県大会 ７月１４日～２６日

＜初戦＝２回戦の対戦相手＞

■〔益田東高 対 出雲商業高〕の勝者

■日時：７月１９日(日) 第１試合10時～

■会場：松江市営野球場

■７／３１(金)12:15 女子単独演武予選

■兵庫県立武道館・グローリー道場

女子単独演武

門脇宥紀菜(2年)

吹
奏
楽
部

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
島
根
県
大
会

▼
高
校
Ａ
の
部
（
25
名
～
55
名
）

▼
会
場
／
出
雲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
三
高
演
奏
開
始
時
刻
／
11
時
55
分
（
予
定
）

▼
演
奏
曲

課
題
曲

マ
ー
チ
「
春
の
道
を
歩
こ
う
」

自
由
曲

鳥
之
石
楠
船
神
（
と
り
の
い
わ
く
す
ふ
ね
の
か
み
）

～
吹
奏
楽
と
打
楽
器
群
の
た
め
の
神
話

▼
入
場
料
／
高
校
生
千
円

大
人
千
五
百
円

（
県
民
会
館
・
出
雲
市
民
会
館
等
で
販
売
。

完
売
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
購
入
く
だ
さ
い
。
）

実
行
委
員
会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

全
国
高
校
総
体
ボ
ー
ト
競
技

さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
（
尾
原
ダ
ム
、
雲
南
市
・
奥
出
雲
町
）

来夏
江
戸
時
代
か
ら
た
た
ら
製
鉄
で
鉄
を
作
っ
て
い
た
櫻
井
家
は
、
松
江
藩
よ
り
鉄

師
頭
取
を
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
鉄
砲
に
使
う
板
鉄
は
菊
一
と
呼
ば
れ
、

最
も
良
質
な
鉄
と
し
て
評
価
を
得
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
近
江
の
国
友
鉄
砲
の
鍛

冶
に
よ
っ
て
、
火
縄
銃
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
を
「
可

部
屋
が
伝
え
る
”
鈩
・
た
た
ら
”
と
”
文
化
”
～
松
江
藩
・
国
友
鉄
砲
・
櫻
井
家

の
物
語
り
～
」
と
題
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
（
可
部
屋
集
成
館
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
。

高
校
Ａ
の
部
で
は
今
大
会
最
少
の
31
名
で
の
出
場
で
す
が
、

心
を
一
つ
に
、
最
高
の
サ
ウ
ン
ド
を
響
か
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

８
月
２
日(

日)

注目の鑑定や
いかに？

昨
年
夏
に
本
校
の
某
所
か
ら
発
見
さ
れ
た

古
式
銃
（
昨
年
10
月
発
行
の
本
紙
88
号
で
紹

介
）
が
、
７
月
１
日
の
県
の
鑑
定
に
よ
っ
て

松
江
藩
鉄
砲
隊
が
使
用
し
て
い
た
も
の
と
同

じ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
今
後
は
本
校

記
念
館
「
蒼
雲
館
」
に
展
示
さ
れ
る
。

昨年８月に校内で発見された「火縄式鉄砲」

櫻井家の可部屋集成館の展示案内

(奥出雲町上阿井)

雲南市、奥出雲町、飯南町
地域の皆様にもお世話になります

（
６
／
25
、
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
）

※三刀屋高校は、雲南地区（ボート
競技）高校生活動の拠点校として全
国からのお客様をお迎えします。

平
成
28
年
夏

７
月
28
日
（
木
）
か
ら

８
月
１
日
（
月
）
ま
で

※来年夏の全国高校総体(インターハ
イ)は岡山県を中心に中国５県で開催
されます。島根県内では体操、新体操、
柔道、ボート、テニスの５競技が開催
されます。

2015年（平成27年）7月17日(金) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第97号（８）

会
長
／
速
水
雄
一
氏
（
雲
南
市
長
）

「雲生作」の銘あり

参考


